
基本方針４　子どもたちの豊かでたくましい人間性をはぐくみます



前期事業計画に基づき、「全国学力・学習状況調査」結果の経年変化を見ると、「学校の決まりを守っている」と回答した小・中学生の割合が年々上昇するとともに、「高校・高等部での学習を通じて『人間関係』の大切さを学んだ」と回答した府立学校生の割合も増加するなど、子どもの規範意識や自己肯定感、人権感覚の涵養をはじめとする豊かな人間性をはぐくんできた。
　生徒指導上の課題解決についても、課題の大きな小・中学校に対し、指導体制強化の取組みをすすめたことで、前期事業計画策定時に比べ暴力行為が減少するなど、一定の成果が出ている。しかし、暴力行為発生件数について、国平均と比べると依然として厳しい状況であり、小学校における課題が顕在化している状況にも対応する必要があることから、中学校区単位での取組みを強化するなど、さらなる取組みの推進が必要である。いじめについては、小・中・府立学校ともに、いじめ防止基本方針に基づき、学校や関係機関、団体が連携し、早期発見、早期対応の徹底を図ることが求められる。
　


	指　　　　標
	現　　状　　値
	目　標　値

	「読書が好き」な児童・生徒の割合
	小６：47.1%（※全国：49.0％）

中３：39.3%（※全国：46.1％）

（2017（平成29）年４月調査）
	全国水準をめざす
（2020年度）


夢や志を持って粘り強くチャレンジする力のはぐくみ
◇子どもの発達段階に応じた読書環境の充実
【事業概要】
就学前においては、子どもへの読み聞かせを促進する取組みや読書活動の好事例の収集・発信などにより、保護者等に対し読書活動の大切さや意義について啓発をすすめ、子どもが本に出合うきっかけづくりを行う。
学校教育段階においては、公立図書館と学校図書館との連携、公立図書館における小中高生に対する取組みなどの好事例の収集・発信を行うとともに、子どもの読書活動を支える人材に対する研修・支援を行うことにより、子どもが本と出合い、親しむための読書環境づくりを推進する。

【事業目標】
	現状
	目標

	・子どもの読書活動推進に関わる人を対象とする研修・講座等の実施　
　（2016（平成28）年度）
・公立図書館と連携を実施している学校の割合
小学校：89.4%、中学校：60.9%
（2016（平成28）年度）
	・子どもの読書活動推進に関わる人を対象とする研修・講座等の継続実施
　（2018（平成30）年度から）
・公立図書館と連携を実施している学校の割合
小学校：95.0%、中学校：80.0%
（2022年度）


資料３





基本的方向





○　小・中・高一貫したキャリア教育を推進するとともに、地域と連携した体験活動や読書活動を充実し、粘り強くチャレンジする力をはぐくむ教育を充実します。


○　歴史や芸術・文化・学術等に関する教育を推進し、郷土への誇りや伝統・文化を尊重する心をはぐくみます。


○　民主主義をはじめとした社会のしくみについての教育を推進し、社会の一員として参画し貢献する意識や公共の精神を醸成します。


○　社会のルールを守り、違いを認め合い人を思いやる豊かな人間性をはぐくむ人権教育・道徳教育を推進します。


○　子ども自身の問題解決能力をはぐくむとともに、関係機関との連携や支援チームの活用等により、いじめや不登校等の生徒指導上の課題解決に向けた対応を強化します。


○　教員研修の実施など校内の指導体制を強化し、体罰等の防止に取り組みます。





後期事業計画の視点





（社会教育関係部分抜粋）





実現をめざす主な指標





重点取組⑳
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